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目的

近年，干潟の重要性が注目され，全国各地で人工干潟

の再生事業が実施されている。干潟に定着する底生生物

を維持するためには造成後の底質や地形などの持続安定

性を評価する必要がある。しかし実際造成後の干潟機能

の持続性などの評価はほとんどされていないのが現状で

ある。本研究では，閉鎖性海域の環境創生プロジェクト

研究事業内で開発された，底質の栄養レベルを底生生物

の最適条件にコントロールすることにより生物生産性を

向上させる干潟造成技術造成後の長期的な地形および生

物の変化について評価することを目的とする。

本報告では、閉鎖性海域の環境創生プロジェクト研究

事業から継続している，造成から 3 年間の追跡調査結果

をとりまとめ、干潟造成後の地形の変化を解析し、人工

干潟造成後の地形変化特性について整理した。

方法

2004 年 3 月（実験区 1）と、2005 年 3 月（実験区 2）

に人工干潟を造成した。実験区 1 は浚渫土混合率 30%の

実験区と 50%の実験区を各 1500m2 ずつ、実験区 2 は、

浚渫土混合率 30%の実験区を 4200m2、地盤高 DL+1.2m

～-0.8m 勾配 1/25 で造成した。なお、干潟造成方法は片

倉ら(2004)を参照されたい。

また、2003 年 4 月より人工干潟の地盤高の異なる測点

において底質とマクロベントスについて事前調査を含め

て年に 4 回、定期的に行った。さらに人工干潟造成直後

より、年 2 回、造成干潟全面の地盤高及び、表層 12cm 

 

図 1. 人工干潟造成場所と調査地点図

の粒度分布調査を 5m 間隔で行った。調査地点図を図 1

に示す。また，実験区 1 造成後の 2004 年 7 月から，人

工干潟の沖側約 50m の海底に超音波式波高計（協和商

工(株)製 DL-3）を設置し，干潟に到達する波浪の常時観

測を行った。

結果および考察

1.  波浪状況

人工干潟沖の海底に設置した海象計（超音波式波高

計）による有義波高の観測状況を図 2 に示す。当該海域

は，リアス式海岸の奥部に位置していることから風波が

非常に小さく，常時波浪は 5cm 以下となっている。夏季

においては，台風接近の影響による高波浪が確認される

が，観測期間中に有義波高が 1m を超えたのは 1 日だけ

であった。また，外海からのうねりも到達せず，半日～1

日程度で常時波浪に戻っていた。台風の影響による高波

浪の頻度は 2004 年が最も多かったが，これは，この年

における台風の上陸・接近数が過去最多であったことに

起因している。なお，波高調査期間中（2004 年 7 月 27 

日～2007 年 7 月 4 日）において，この付近に接近した

主な台風は，2004 年が 8 個（10,11,15,16,18,21,22,23 号），

2005 年が 3 個（7,11,14 号），2006 年が 3 個（7,10,15

 号），2007 年が 0 個であった。一方，冬季においては，

低気圧の接近等によって外海では高波浪になることがあ

っても，当海域では波高が 20cm 以上になることはほと

んどなく，静穏な状態が多くなっていた。以上のことか

ら，英虞湾立神地区の人工干潟周辺は，地形状況などか

ら極めて静穏な海域であり，高波浪が発生するのは台風

の来襲がある夏季だけであることが明らかになった。

2. 地盤高および底質粒度の変化状況

人工干潟上における地盤高と底質粒度（中央粒径）に

ついて，両実験区造成後の 2004 年 7 月から 2007 年 7

月までの調査結果を図 2, 図 3 に示す。実験区 1 におけ

る半年ごとの変化量を見ると，高波浪があった夏季（20

05 年 11 月- 2005 年 5 月，2006 年 11 月- 2006 年 6 月）

には侵食し，常時波浪が続いた冬季（2006 年 6 月- 2005

年 11 月，2007 年 7 月- 2006 年 11 月）には堆積する傾向

が見られ，湯浅らの水理実験結果と同様の傾向を示すこ

とが確認できた。一方，実験区 2 では，造成直後の半年




